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菊川市下平川に見られる掛川層群上組火山灰層と
菊川市下内田に見られる掛川層群五百済火山灰層について

白　井　久　雄
1 ．はじめに
　小学校学習指導要領の「理科第 6 学年Ｂ生命・地球（4）土地のつくりと変化」では，野外での地
層の直接観察を重視している（文部科学省，2008）．掛川・菊川地域は，野外での地層観察には最
も適した地域である．既に筆者は児童が見学できる適切な露頭（白井，1997，1999，2000，2001，
2002，2003b，2004b，2005b，2006b，2007c，
2008b，2009b，2011，2012b，2013，2014b，
2015）や，露頭観察に基づいた授業実践（白井，
1998a,b，2003a，2004a，2005a，2006a，2007a,b，
2008a，2009a，2010，2012a，2014a，2016）を報
告している．今回は菊川市下平川と菊川市下内田
で観察できる地層の特徴を記載するとともに，地
層観察の視点を述べ，地層観察指導時の一資料を
提供する．

2 ．菊川市下平川の露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 1 に示すように，菊
川市下平川に位置し，露頭の高さは約 5m である

（図 2）．走向はＮ 6ﾟW，西に 12ﾟ前後傾斜する．
本露頭を「下平川露頭」と呼ぶ．
　（2）地層の特徴：下平川露頭の模式柱状図を図
3 に示す．下平川露頭では極細粒砂層と砂質シル
ト層との互層中に火山灰層が観察できる．
　本層は掛川層群堀之内層と上組火山灰層である

（水野ほか，1987；里口ほか，1996）．上組火山灰
層の層位的位置は，後述する五百済火山灰層の下
位に位置する．
　上組火山灰層は層厚 164cm，極細粒砂経火山
灰層とシルト経火山灰層との互層と，その上位に重なる層厚 36cm の火山灰質極細粒砂層と火山灰
質シルト層との互層よりなる．極細粒砂経火山灰層の層厚は 2～6cm，下底面は浸食を示し，平行
菊川市立内田小学校

図 1．下平川露頭位置図（国土地理院発行 2 万 5
千分の 1 地形図「下平川」）．

　　　★＝露頭位置．

図 2．下平川露頭全景．露頭の高さは約 5m．
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葉理が発達していることが多い．シルト経火山灰層の層厚は 4～32cm，塊状である．また，火山灰
質極細粒砂層の層厚は 2～6cm，下底面は浸食を示し，塊状である．火山灰質シルト層の層厚は 6～
10cm，塊状である．
　堀之内層は極細粒砂層と砂質シルト層との互層である．極細粒砂層の層厚は 2～10cm（1 層のみ層
厚 28cm），下底面は浸食を示し，平行葉理が
発達していることが多い（1 層で波状葉理が観
察できる）．砂質シルト層は，層厚 20～40cm
を有するものが多く，ほとんどは塊状であるが，
平行葉理や流れ落ちた様な変形構造（図 4）を
観察することもできる．

　（3）地層観察の視点：砂泥互層が観察でき，
縞模様がわかりやすい．砂，粘土（砂質シルト）
の採取が可能である．堀之内層と上組火山灰層
とを比較観察することができる．

3 ．菊川市下内田の露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 5 に示すように
菊川市下内田に位置し，露頭の高さは約 4m で
ある（図 6）．走向はＮ 10ﾟW，西に 12ﾟ前後傾
斜する．本露頭を「下内田露頭Ⅰ」と呼ぶ．下
内田露頭Ⅰは，白井・木宮（1990）が記載した
Loc.16 の北側に位置する．また，下内田露頭
Ⅰより北約 300m に位置する露頭を「下内田露

図 3．下平川露頭模式柱状図．凡例は図 7 と共通で
ある．1～5，岩相：1，火山灰層；2，火山灰
質砂層；3，火山灰質シルト層；4，砂層；5，
砂質シルト層．6～8，単層の下底面状態：6，
明瞭；7，侵食；8，漸移．9～13，堆積構造：
9，平行葉理；10，波状葉理；11，皿状構造；
12，変形構造；13，塊状．14～15，含有物：
14，軽石；15，シルト礫．

図 4．流れ落ちたような変形構造．スケールは 50cm．
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頭Ⅱ」と呼ぶ．
　（2）地層の特徴：下内田露頭Ⅰの模式柱状図
を図 7 に示す．下内田露頭Ⅰでは，五百済火山
灰層上部 16（白井・木宮，1990；白井，1997，
2005b）の上位に堀之内層が重なっている．
　下内田露頭Ⅰの最下部で観察できる火山灰質粗
粒砂層が五百済火山灰層上部 16 である．層厚は
150cm 以上，皿状構造（徳橋，1998）が発達し

（図 8），中礫～大礫サイズのシルト礫や細礫サイ
ズの軽石を含んでいる．皿状構造は，堆積直後の
水を多く含んだ堆積物が，上部からの荷重によっ
て水を排水する過程で生じた堆積構造で，急速に

図 5．下内田露頭位置図（国土地理院発行 2 万 5 千
分の１地形図「下平川」）．

　　　★＝下内田露頭Ⅰ位置．◆＝下内田露頭Ⅱ位置．

図 6．下内田露頭Ⅰ全景．露頭の高さは約 4m．

図 7．下内田露頭Ⅰ模式柱状図．凡例は図 3 と同じ．

図 8．皿状構造．スケールは 25cm．



─ 4 ─

堆積が行われるような場でよく形成され，大小の
皿を上下及び水平方向に並び重ねたような模様を
呈する．五百済火山灰層上部 16 の上位に重なる
堀之内層は，中粒砂～極細粒砂層と砂質シルト
層との互層であり，厚い中粒砂～細粒砂層で特徴
付けられる．これらの厚い砂層は下位より，層厚
60cm・皿状構造が発達し細礫サイズの軽石を含
む中粒砂層，層厚 32cm・塊状の細粒砂層，層厚
132cm・皿状構造が発達し細礫サイズの軽石を含
む細粒砂層，層厚 164cm・塊状で中礫～大礫サ
イズのシルト礫や細礫サイズの軽石を含む細粒砂
層，層厚 150cm 以上・皿状構造が発達する細粒砂層である．これらの砂層の下底面は侵食を示す．また，
極細粒砂層の層厚は 2～6cm，下底面は侵食を示し，塊状，または平行葉理が発達し，葉理にそって
細礫サイズの軽石が並んでいる．砂質シルト層は，層厚 2～32cm，塊状である．
  下内田露頭Ⅱは，高さ約 2m，極細粒砂経火山灰層とシルト経火山灰層との互層ブロックを含む火
山灰質粗粒砂層よりなる．これは，五百済火山灰層上部 16 である．互層ブロックは，露頭北側（図 9）
と露頭南側（図 10）で観察でき，コンボルート層理（徳橋，1998）が発達している．
　なお，白井・木宮（1990）は，五百済火山灰層が分布する北部地域に一時的に堆積したであろう
五百済火山灰層上部 10～15 が大規模な海底地滑りによって崩落し，それらが五百済火山灰層上部 16
として南部地域に再堆積したものと推定している．
　（3）地層観察の視点：砂泥互層が観察でき，縞模様がわかりやすい．砂，粘土（砂質シルト）の採
取が可能である．堀之内層と五百済火山灰層とを比較観察することができる．

4 ．まとめ
　（1）：下平川露頭では上組火山灰層，堀之内層が観察できる．
　（2）：下内田露頭Ⅰでは五百済火山灰層上部 16，堀之内層が観察できる．
　（3）：下平川露頭と下内田露頭Ⅰは「水の働きでできた地層」ということが児童に理解しやすく，「土

図 9．五百済火山灰層上部 16 が含む，コンボルート層理が発達する互層ブロック．下内田
露頭Ⅱの北側で観察できる．スケールは 20 cm．

図 10．五百済火山灰層上部 16 が含む，コンボルー
ト層理が発達する互層ブロック．下内田露頭
Ⅱの南側で観察できる．スケールは 30cm．
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地のつくりと変化」（文部科学省，2008）の学習での観察に適した露頭である．
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